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5. 「力のある学校」をつくる一「スクールパスモデル」
それを学校規模に拡張したのが「力のある学校」の「スクールパスモデ、ル」です。全
国学力テストが2007年からスタートして、その1年前に大阪で非常に大規模な小中学生
の学力テストがあり、私の研究室が分析のお手伝いをしました。分析すると、大阪の中
で効果がある学校（不利な条件にある子の学力を支えている学校）があり、頑張ってい
る10校をピックアップしました。その10校の分析は塾に行っているか行っていないか
を重要な資料として、塾に行っていない子どもたちをどのように支えているかをみまし
た。翌年1年間10校に20人のグループで2人ずつベアでフィールド調査をしました。
年度末に合宿検討会を開いてKJ法を用いて、例えばA校は、保護者が子供の読書活
動に積極的に参加していることが言語力に寄与しているだろう。 B中学校は職員室の
雰囲気が非常に明るい。何しろ飲み会の回数が半端じゃない。そして、 8つのまとまり
ができました。それが「TogetherJです。
「TogetherJをわかりやすくイメージしたものが、「スクールパスモデル」です。こ
れは子どもたちの学力の下支えに成功している小中学校のエッセンスを図式化したもの
です。詳細は『公立学校の底力』（2008，筑摩書房）にまとめました。一言で言うと、 8
つの要因をパスのノ号ーツにあてはめました。まず教師の仕事は教育的に望ましい場所に
子どもをつれていくことです。そのために、エンジンとなる①「気持ちのそろった教職
員集団（Teachers）」が一番大事だと考えています。例主ば学校に行くと、不登校の
子供が行く教室、保健室などは一番端っこに設置されています。そのような場所が適切
に位置づいている場合と、そうではない場合があります。教師がそれぞれの持ち場でそ
れぞれに所属感をもって活躍できているかどうか、できている学校は非常に強いです。
ハンドル（アクセル・ブレーキ）の②「戦略的で柔軟な学校運営（Organization）」
は学校運営のことで管理職の先生方の話です。タイヤにあたるのが③④⑤⑥ですが、
前輪2つは日々子どもたちとかかわる担任の先生方の仕事を生徒指導の領域と学習指導
の領域に分けました。③「豊かなつながりを生み出す生徒指導（Guidance）」は、つ
ながりを生み出すことがキーワードになります。④「すべての子どもの学びを支える学
習指導（Effectiveteaching）」ではできる子できない子にかかわらず、全ての子ども
の学びを支えたいと考えました。⑤「ともに育つ地域・校種関連携（Ties）」、⑥「双
方向的な家庭とのかかわり（Home-schoollink）」では外部とのつながりをこの2つに
分けました。インテリア（内装）にあたる⑦「安心して学べる学校環境（Environ-
ment）」は内部環境をいかにして整えるかです。ボディ（外観）の③「前向きで活動
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外国にルーツをもっ子どもたちのために学校・教締ができること志水宏吉
的な学校文化（Richschool culture）」は、外の人にアピールで、きる学校をつくって
いただきたし、。振り返ってみると、この中に「人権教育Jとしづ文言はひとつもないが、
それは無視しているのではなく、常識化していてわざわざ言葉にする必要がなかったの
です。「スクールパスモデル」は大阪の人権教育を基盤にしているので、他地域には受
け入れられないところもあるかもしれません。例えば、「力のある学校」（Empowering
schools）というのは、そこに通う子どもたち全てをエンパワーメントする学校です。
やはり、全校一致の理念のもとで言語に不安をもっ子ども、生活に不安を抱える子ども
のための教育を考えることが重要です。
6.おわりに
最後のメッセージとして言いたいことは、外国人児童に携わる教師は一人で孤立無援
の状態で必死に頑張る傾向があります。ひとりの教師だけが頑張るのではなく、ひとり
ひとりの子供の人権が本当に尊重されるような学校、学級づくりがされ、ひとりひとり
の子どもたちがエンパワーされるような教室、学校がひとつで、も多く存在するための精
鋭部隊が皆さんかなと思っています。
どうもご清聴ありがとうございました。
（編纂：樫井千穂）
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